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頑張れ現役應援委員
そしてすばらしきO B たち

ミニ ミニ電 子 白 堊 会 を 通 じ て 思 う こ と

「白 堊 應 援 団 3 0 」 管 理 人

星 邦 彦 （在京 白 堊 三 四 会 ）

h ttp ：／／W W W l O 、O C n 、n e ．jp ／‾h a k u a o e n／

W
E
B
サ
イ
ト
「白
堊
應
援
団
3
0
」

を
主
催

し
、
現
役
・

O
B
・
他
校
卒

業
生
と
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
ア
ク

セ

ス
や
掲
示
板
投
稿
を
受

け
入
れ

て

い
る
身

に
と

っ
て
、
今
年
は
特

に
う

れ
し

い
年

で
あ

る
。

年
初
に
掲
示
板
（
應
援
委
員
会
室
）盛岡 にお ける白堊應援 O B 会（ 7月 1 7 日：前列中央が星氏）

投
稿

で
正

々
堂

々
と
意
見
を
述

べ
る

頼
も

し

い
應
援
委
員
が
い
る
の
が
眼

を
引

い
た
。
在
校
生
が
多
数

ア
ク
セ

ス
し
て

い
る
ら
し

い
が
投
稿
は
ま
れ

で
、
何
か
期
待
し
た
く
な
る
感
じ
が

し

た
。

そ

の
後

ま

も

な

く

バ

レ
ー

ボ

ー

ル

や

ハ
ン
ド

ボ

ー

ル
な
ど

の
活

躍

が
白
堊
O
B
「
平
舘
氏
の
サ
イ
ト
」

を
通

じ

て
次

々
に
報

じ
ら

れ

て
き

て
、
野
球
部
に
も
期
待
が
集
ま

っ
て

き
た
。

一
高

の
バ
ン
カ

ラ
應
援
は
多
数
の
一
高
生
が
磨
援
委
員
を
信
頼
し

そ

の
リ

ー
ド

の
元

に

一
丸

と

な

っ
て

應
援
歌
を
歌
い
エ
ー
ル
を
送
ら
な
け

れ
ば
効
果
が
少
な

い
。
そ
の
点
今
年

の

一
高
は
好
条
件

に
恵
ま

れ
た
。
夏

の
高
校
野
球
こ
そ
初
戟
敗
退

で
あ

っ

た
が
、

こ
こ
で
の
應
援
委
員

の
姿
は

白
堊
O
B
「
装
飾
一
代
男
氏
の
サ
イ
ト
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
自
信
に
満

ち
た
も

の
で
あ
り
、
百
戦
錬
磨

の
風

格
を
漂
わ
せ
て

い
る
。
こ
れ
は
春
先

早
く
か
ら
応
援
活
動
を
重
ね

て
き

た

成
果

で
あ
ろ
う
。

偶
然

に
も
所
用
が
あ
り
、
高
校
野

球
初

日
に
盛
岡
に
行
く
こ
と

に
な

つ

た
。
そ
し

て
野
球
部
O
B
の
小
原
氏

や

「
疾
風
会
サ
イ
ト
」

の
佐
藤
氏

の

計
ら

い
で
、
應
援
委
員
O
B
の
経
営

す
る
店

に
お

い
て
昭
和

30
年
代
か
ら

最
近
ま

で
の
摩
援
委
員
O
B
lO
数
名

と
白
堊
ス
ポ
ー
ツ
平
舘
氏
が
一
堂
に

会
し
て
大

い
に
語
り
合
う
機
会
に
恵

ま
れ
た
。
そ
こ
に
お

い
て
白
堊
應
援
委
員
の
卒
業
し
て
も
燃
え
尽
き
な
い

母
校
應
援

へ
の
沸

々
た
る
情
熱
を
感

じ
、
さ
ら

に
今
年
度

の
應
援
委
員

の

す
ば
ら
し

い
活
動
と
、

ヰ
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
も
自

分

た
ち

の
や
り
方
を
確
固
と

し
て
作
り

上
げ

て
い
く
様
を
聞

い
た
。

帰
京
し
て
程
な
く
盛
岡

で
会

っ
た

O
B
か
ら

メ
ー
ル
が
入

っ
た
。
現
役
應
援
委
員
か
ら
千
葉
高
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
磨
援
へ
の
遠
征
に
あ
た
っ

て在京白堊会の和太鼓を借りら

れ
な

い
か
相
談
を
受

け
た
、
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た
。
早
速
あ
ち

こ
ち
手

配
し
た
結
果
、
在
京
白
堊
会
諸
氏
の

ご
協
力
を
得
て
常
任
幹
事
白
石
氏
の

手
配

に
よ
り
應
援
委
員
は
和
太
鼓
を

使
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
迅
速

で

強

力

な

O

B

の

バ

ッ
ク

ア

ッ
プ

は

、

全
国
広
し
と

い
え
ど
も
白
堊
会
の
右
に
出
る
も
の
は
な
い
と
自
負
す
る
次
第
で
あ
る
。

盛
岡
中
学
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く

質
実
剛
健
・
弊
衣
破
帽
を
標
榜
す
る

バ

ン
カ

ラ

は
、

そ

の
象

徴

と

も

い
え

る
應
援
委
員
を
通
じ
て
1
0
0
年
近
く
も

そ
の
伝
統
を
継
承
し
て

い
る
。
こ
れ

は
ひ
と
え

に
、
強

い
運
動
部

の
存
在

が
應
援
委
員
と
在
校
生

の
密
接
な
連

携
を
求
め
て
き
た
と
も

い
え
る
。
聞

く
と

こ
ろ
に
よ
る
と

、
学
校
側
が
協

力
的
な
應
援
委
員
O
B
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
後
輩
の
支
援
を
要
請
し

て
き
た
と

い
う
。
こ
れ
は
今
後

の
盛

岡

一
高
應
援
委
員

の
た
め

に
は
非
常

に
好
ま
し

い
動
向
と

い
え

る
。

後
輩
諸
君
に
は
極
端
な
弊
衣
破
帽

で
な
く
て
良

い
、
む

し
ろ
質
素
で
厳

し

い
質
実
剛
健

に
重
き
を
置

い
て
伝

統
を
継
承

し
て
ほ
し

い
と
願
う
も

の

で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
多
少

の
破
天
荒

は
望
む
と

こ
ろ
で
あ
る
。

平
成

17
年
度
白
堊
会
総
会
が
5
月
1
4
日
（
土
）
、
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
芝
浦

工
業
大
学
教
授

村
上
雅
人
氏

（
49

年
卒
）
に
よ
る
講
演
会
か
ら

ス
タ
ー

ト
。

こ
の
講
演
で
は
、
普
段
見
る
こ

と

の
で
き
な

い
「
超
電
導

に
よ
る
物

体

の
浮
遊
実
験
」
等

で
楽
し
ま

せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
を
移
し
て
の
総
会

で
は
、
新

役
員

の
選
任
等
が
行
わ
れ
、
新
会
長

の
馬
場

信

氏

の
挨
拶

な
ど
が
あ

り

ま
し
た
。

4
8
年
卒
松
本
正
之
さ
ん
が
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
つ
と
め
る
バ
ン
ド
演
奏
好
評
だ
っ
た
白
堊
関
係
者
の
著
書
展
示
コ
ー
ナ
ー

懇
親
会
で
は
、

48
年
卒
有
志
の
所

属
す

る
本
格
的
な
ジ

ャ
ズ

バ
ン
ド

の

演
奏
を
中
心
に
、
卒
業
生
の
著
書
紹

介

、
自
重
写
真
展
、
盛
岡
よ
り
直
接

持
参

し
た
ど
ぶ
ろ
く
、
4
8
年
有
志
に

よ
る
手
作
り

ハ
ム
等

で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
著
書
紹
介

で
は
、
約

40
冊

の
著
著
が
集
ま
り
、
総
会
後
は
盛
岡

一
高

の
図
書
館

に
寄
贈
し
ま
し
た
。

最
後
は
、校
歌
・
応
援
歌

の
斉
唱
、

エ
ー
ル
、
次
年
度
幹
事

の
紹
介

へ
と

続
き
散
会

い
た
し
ま

し
た
。
（
48
卒
）

℡

講演中の村上雅人氏
と
、
講演の中で
披
露
し
た
超
伝
導
実
験
（
超
伝
導
体
を
利
用
し
た
永
久
磁
石
の
浮
上
実
験
＝

写真上と
、
磁石によ

る鉄球の浮上実験＝
写真右）

9

4 9年卒への幹事 引き継 ぎ後、校歌蛮唱
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白堊活躍人みやこうせい（昭和31年卒）

ル
ー

マ
ニ
ア
に
魅

せ
ら

れ
た
人
生

ふ
と

し

た
き

っ
か

け

で

ル
ー

マ

ニ

ア

の

フ
ォ

ー
ク

ロ
ア
と

係

る

こ
と

に

な

っ
て
し
ま

っ
た
。

一
九
六
五
年
か

ら
毎

年

の
よ
う

に
か

の
地

に
渡
り

、

訪
問
は
百
十
五
回
を
数
え

る
。
は
じ

め
言

葉

は

一
切
分

か

ら
な

か

っ
た

が
、
仏
語
を
少
し
か
じ

っ
て

い
た

の

で
、
少

し

き

っ
か
け

が

で
き

た

。

は

じ

め

て

の

ル
ー

マ

ニ
ア
で

、

カ

ル
パ

チ

ア
山

中

の
村

へ
行

き

、

既
視

感

に

と

ら
わ

れ

る

。

そ

こ

で
は

、
人

々
は

家
畜
と

一
緒
に
住

み
、
農
牧
半

々
の

く
ら
し
を
営

み
、
衣
食
住
と
も
自
給

自
足

で
き
る
の
だ
。
雰
囲
気
は
東
北

の
山
村
め

い
て
、
柾
屋
根

の
家
、

時

に
草

ぶ
き

の
家

が

あ

る
。

ル
ー

マ

ニ

ア
の
村

人
と

は
、

は

じ

め
か

ら

な
じ

ん
だ
。

人
を
見
る
や
自
分
の
家
に
招
き
入

れ
、
ま
ず
食
事
が
出
る
。

つ
い
で
四

十
五
度

の
プ

ラ
ム

の
地
酒
が
出

る
。

と
も
か
く
、
人
間
が
好
き

で
好
き

で

し
よ
う
が
な

い
と

い
っ
た
人
た
ち
だ
。

ル

ー

マ

ニ
ア
全

土

で
味

わ

っ
た

こ
と東北 の山村 を彷彿 と させ るルー マニアの カル パチ ア山中 の村。

人 々 は い ま も 農 牧 半 々 で 自給 自 足 の く ら し を営 む

だ

が

、
見

知

ら

ぬ
人

の
家

へ
入

っ
て

す
ぐ

そ

の
家

の
ば

あ
様
が
、
〝
私

の

孫

よ
“
と

の
た
ま
う
。
そ
こ
の
お
母

さ
ん
は
、
〝
あ
ん
た
は
私

の
子
ど
も
だ

か

ら
ね

。

い
い
、

分

か

っ
た
？

あ

ん

た

は

日
本

に

一
人
と

ル

ー

マ
ニ
ア

に

一
人

マ

マ
が

い
る

ん
だ

か

ら

ね
“

と

い
う

の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
請
わ
れ

る
ま
ま

滞
在

し

て
三

日
を

過
ぎ

る

頃
、
さ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
出
発
し
よ
う

か

な

あ

、
と

つ
ぶ

や
く

と

、

マ

マ
達

は

み

る

み

る

大

粒

の
涙

を

た

め

て
、

も

っ
と

い
な
さ

い
、
好
き

な
だ
け
、

と
引
き
止
め
に
か
か
る
。

一
家
中
で
、

「
帰

っ
た
ら
ポ

カ
ン
」
と

人
を
打

つ

ま
ね
を
す
る
。
毎

日
の
ご
馳
走
と
歌
、

踊
り

、
妖

精
め
く
美
女

た
ち

…
…
。

あ
、
こ
れ

っ
て
陸

の
龍
宮
城
み
た

い

だ
な
あ
。

ル
ー

マ

ニ
ア
を

通

り
抜

け

て
花

の

パ
リ

へ
行

く

つ
も
り

が

三

カ

月
も

や

さ
し

い
人

々
の
間
で
過
ご
し
、
お
か

げ

で
他
国

へ
行

っ
て
か
ら
は
、
味
気

村落共同体が今も残るルーマニアの農村のくらし

い飼 く は 村 ま つ な

妄言 書 妄 完 石 王 墓

の

よ

、つ

に
羊
ら

し
く
羊

と

し

て

生
き

て

い
る
か
と

思

わ

れ

る
、

そ

ん

な
性
格

の
類
似
点
が
あ
る
。
あ
る

い

は
リ

ン
カ
ー
ン
も
驚
く
羊

の
羊

に
よ

る
羊
の
た
め

の
生
き
方
が
あ

る
。
ぼ

く
は
こ
こ
で
は
じ
め

て
、
村
落
共
同

体

に
ふ
れ

る
。
人

々
は
本
当

に
慈
し

み

助

け

合

っ
て
く

ら

し

て

い
る
。

人

々

の
表
情

は
と

て
も

い

い
。

善
良

そ

の
も

の
で
あ

る
。

ル
ー

マ

ニ
ア
は

約
半
世
紀
、
自
称
社
会
主
義
体
制
の

中
に
あ

っ
た
が
、
権
力
は
腐
敗
す
る

も

の
だ
。
独
裁
者
は
自
由
を
圧
迫
し
、

都
市
部

で
は
秘
密
警
察

が
巾
を
利
か

し
、
人

々
は

三
無
主
義

（
見
ざ

る
、

聞

か
ざ

る
…

…
）
を

よ
し
と
し
た
。

ぼ
く
も
何
度
も
秘
密
警
察

に
呼
び
出

さ
れ
た
。
ぼ
く
は
人
間
、
人
生

の
楽

し
さ
を
と
こ
と

ん
知
ら
せ
て
く
れ
た

山

間

の
民

の
生
き
方

に
感

じ
入
り
、

風
俗
、
習
慣

、
伝
統
を
探
り
、
本
を

書
き
出
し
た
。
ぼ
く
は
指
揮
者

の
よ

う

に
ル
ー

マ
ニ
ア
の
た
め
人
生
を
棒

に
振
る
こ
と
に
な

つ
た
。

好
奇
心
の
淵
源
は
、

や
は
り
盛
岡

一
高

で
過
ご
し
た
ま
ば

ゆ

い
三
年

に

求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

善良 その もの で 、 とてもいい表 情 を しているル ー マニアの 人々
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期
日

‥
平
成
17
年
1
1
月
1
1
日
（
金
）

会

場
:
ザ
・
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

グ

レ

ン

モ

ア

（
〒
N
」
？

－
山
○
阜
千

葉
県

印

旛
郡

栄

町

麻
生
ご
・
N

↓
E
L
、宝
謡
、漂
、u
uu
u
）

ス
タ

ー

ト
:
O
U
T
、
I
N
共
9
時
0
3
分
か
ら
各
6
組

集
合
時
間
:
8
時
3
0
分
（
厳
守
）

昨年個人優勝の小林建俊 さん（左から2 人目）と 3 6年卒チームの皆さん

募
集
定
員:48名

会

費
:
5
千
円
（
パ
ー
テ
ィ
ー
費
、
賞
品
代
ほ
か
）

プ

レ
ー
費
：
プ
レ
ー
費
（
1
2
4
5
0
円
）

＋
昼
食
代
等
は
各
自
精
算
し
て
下

さ

い
。

交
通
：
J
R
京
成
成
田
駅
よ
り
タ
ク
シ
ー
約
1
0
分
。
成
田
I
C
よ
り
ク
ル
マ
で
約
1
5
分
。

送
迎
バ

ス
：
東
京
駅
－
会
場
間
の

往
復
送
迎
バ
ス
を
用
意

い
た
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

東
京
駅
7
時
00
分
発
。
料
金
は
有

料
（
往
復
3
千
円
）
で
す
。

申

込
み
：
参
加
は
個
人
、
チ
ー
ム
自
由
。
た
だ
し
、
卒
業
年
次
単
位
1
チ
ー
ム
4
名
の
一
括
申
込
み
を
歓
迎
し
ま
す
。

申

込
方
法
：
①
氏
名
②
連
絡
先
住
所
③
電
話
番
号
④
卒
業
年
次
⑤
チ
ー
ム
の
場
合
は
代
表
者
名
⑥
送
迎
バ
ス
の
利
用
有
無
－
を
明

記
し

（
書
式
自
由
）
事
務
局
宛
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

申
込
締
切
：
平
成
1
7
年
1
0
月
2
4
日
（
金
）
た
だ
し
、
先
着
順
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

プ

レ

ー
：
1
8
ホ
ー
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
。
ハ
ン
デ
ィ
は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
で
算
出
。
同
ネ
ッ
ト

は
卒
業
年
次
上
位
。

対
抗
戦
：
卒
業
年
次
別
対
抗
戦
を

行

い
ま
す
。
1
チ
ー
ム
4
名

の
上

位
3
名

の
合
計

ス
コ
ア
で
順
位
を

決
定
し
ま
す
。

表
彰
：
年
次
対
抗
戦
団
体
優
勝
、

個
人
戟
優
勝
ほ
か
賞
品
多
数
。

実
施
要
領
：
参
加
者
に
は
後
日
詳
細
な
実
施
要
領
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
先
：
在
京
白
堊
会
事
務
局

〒

－
O
u・
〇
〇
〇
い
東

京

都

港

区

西

新

橋

1
・
17
・
‖

リ
バ
テ
ィ
‖
ビ
ル
8
階

玉
津
健
児
税
理
士
事
務
所
内
、

」
」田
ゝ
り＞
］芦
○
い・
い
u
O
T
－
山
空
（
直
通
）

日
時
：
平
成
1
7
年
‖
月
1
8
日
（
金
）

午
後
6
時
30
分
～
9
時

会
場
：
第
七
東
ビ
ル
1
階
会
議
室

（
千
代
田
区
神
田
佐
久
間
町
1
・
9
）

※
下
記
地
図
参
照

講
演
者
：
五
行
歌
創
始
者
・
五
行
歌
の
会
主
宰
草
壁
焔
太
先
生

講
演

テ
ー

マ
：
「
五
行
歌
～
啄
木
を
引
き
継
ぐ
2
l
世
紀
の
文
学
」

参
加
費
：
無
料

参
加
資
格：在京白堊会員および

会
員

の
在
京
白
堊
会
員
と
ご
同
伴
の
ご
家
族
、
ご
友
人
の
参
加
も
可
と
い
た
し
ま
す
。

交
通
：
J
R
秋
葉
原
駅
中
央
改
札
口

（
つ
く
ば

エ
ク

ス
プ

レ
ス
側

の
新
し

い
改
札

口
で
す
）
よ
り
徒

歩

2
分

、

東
京

メ
ト

ロ
日
比
谷
線
秋
葉
原
駅

よ
り
徒
歩
3
分
（
地
図
参
照
）
。

申

込
み
：
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
、

F
A
X
ま
た

は
E
メ
ー
ル
で
①
氏
名

②

卒
業
年

次

一
言
口

了
を
「
日
亜

五
行
歌
会
」
事
務
局
ま

で
お
知
ら

せ
下

さ

い
。
ご
連

絡

の
な

い
方

は

、

満
席

の
場
合
、
恐
縮

で
す
が
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
耶∽鵬絹）

申
込
先

‥
「
白
堊
五
行
歌
会
事
務
局
〒
－
給
与
∞
い
山
東
」
塞
伯
区
中

町

1
番

地

小
町

マ
ン
シ

ョ
ン

‖
号

桜出版内山田武秋（S伯叔一

声

、O
u・
い
Nか
止Y
山谷
NO

買

．〇
山・
い
N
か
や
∞
A
00
○

甲
ヨ
邑

∽巴
2
－」m亡n（
息
）－邑

R
n
、n
e
jp

申
込
締
め
切
り

‥
当
日
‖
月

18
日
ま

で
。
参
加
中
し
込
み
多
数

の
場
合
、

先
着
順
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
早

め
に
ご
連
絡
下
さ

い
。

ひ
と
言

‖
「
五
行
歌
」
創
始
者
の
講

演
と
、
創
始
さ
れ
た
主
宰

ご
本
人

か
ら

つ
く
り
方

の
指
導
を
受
け
、

「
日
亜
五
行
歌
A
至

を
生
涯
楽
し
め

る
会

に
育

て

て

い
き

た

い
と

思

っ

て
い
ま
す
。
地
元
、
山右
手
を
は
じ

め
、
全
国
に

「
五
行
歌
」
を
愛
好

す
る
仲
間
が
大
勢
増
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
五
行
歌
」

に

つ
い
て
の

詳
細
は

「
五
行
歌
の
会
」
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

h青

竜
顎
○
芹
P
CO
旦

を
ご
覧

下
さ

い
。

剛地場捨

J R 総武線

昭

和
通

り

ヨ
ド
バ

シ

カ

メ

、
フ

講演会 場 はここです

中
央
改
札
口

面方野上

J R 秋葉 原駅

つくは エ クス
プ レス

千葉方面

東京 メトロ 日比谷 線

秋葉原駅「5番」出口

［≠
凶

。

産
朝
出
版

ワ

シ

ン
ト

ン

ホ

テ

ル

東京方面

J R山の手線

「
美
術
鑑
賞

ク
ラ
ブ
」
発
足

へ

在
京
白
堊
会
は
、
会
員
の
自
主
的
な

サ
ー
ク
ル
活
動
を
応
援
し
ま
す
。
会
員

に
呼
び
掛
け
て
、
こ
ん
な
サ
ー
ク
ル
活

動
を
行

っ
て
み
た

い
と
い
う
ア
イ
デ
ア

を
お
持
ち
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。

現
在
、
対
象
と
な

っ
て

い
る
ク
ラ
ブ

活
動
は
「
ゴ
ル
フ
大
会
」
「
女
子
サ
ー
ク

ル
の
会
」
そ
し
て
今
秋
1
1
月
に
発
足
す

る
「
五
行
歌
会
」
の
3
つ
。
さ
ら
に
白
堊
会
員
の
画
家
・
書
家
・
彫
刻
家
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
の
美
術
館
巡
り
な
ど

を
行
う
「
美
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
」
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案

内
は
適
宜
行

っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ

い
。

ク

ラ
ブ

活
動
を

通
じ

て
、

ス
ポ

ー

ツ

に
、
文
化

に
、
白
堊
の
華
を
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

在
京
白
堊
会
は
今
年
度
、
会
長
ほ
か
役
員
と
事
務
局
等
が
交
代
、
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
基
本
方
針
に
変
更
は
な
く
、
会
員
が
楽
し
く
集
い
、
交
流
を
深
め
、
教
養
を
高
め

ら
れ
る

「
開
か
れ
た
同
窓
会
」
を
目

指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
新
し

い
事
務

局
は
書
家
・
浅
沼

一
道
氏
（
S
27
卒
）

ご
揮
竜

の
本
紙
題
字
下
の
通
り
。
今

日
の
土
台
を
築
か
れ
た
諸
先
輩
の
志
を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
参
り
た
い

と
思

っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ

よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


